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研究成果の概要（和文）：本研究は、病識・病識欠如の概念が障害当事者に対して及ぼしてきた認識的不正義の
あり様の一端を、精神障害の当事者による手記とそれらについての論評、精神障害者を対象とする支援実践を対
象とし、関連諸概念の用法をエスノメソドロジー的概念分析によって解明することを試みた。具体的には、(1)
精神障害の当事者による手記、およびそれらについての論評において、病識・病識欠如にかかわる諸概念がどの
ように用いられているのか、(2)精神障害者を対象とする支援実践が、病識・病識欠如にかかわる認識的不正義
の問題に対してどのような方法によって対応しているのか、これらをエスノメソドロジー的概念分析によって解
明した。

研究成果の概要（英文）：This study elucidates the forms of epistemic injustice imposed on persons 
with mental disabilities  through the concepts of insight and lack of insight, employing an 
ethnomethodological conceptual analysis. Specifically, it examines (1) how terms related to insight 
and lack of insight are used  in memoirs  written by persons with mental disabilities and in 
commentaries on those texts and (2) how support practices targeting people with mental disabilities 
respond to problems of epistemic injustice related to insight. Through this analysis, the study 
clarifies how the concept of insight is articulated in both personal narratives and  support 
practices and how it contributes to the  construction of epistemic injustice.

研究分野：社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
哲学者M.フリッカーは、マイノリティのこうむる認識と表現にかかわる概念的資源の不正なあり様を「認識的不
正義」と呼んだ。病識概念のもとで精神障害当事者が強いられてきた状況もそのひとつである。本研究はこの状
況を問題と捉え、病識・病識欠如という精神医学的概念を社会的コンテクストのなかに置き直して検討した。具
体的には、精神障害の当事者による手記とそれらについての論評、精神障害者を対象とする支援実践を対象に、
関連諸概念の用法の分析的解明を通じて病識概念にまつわる認識的不正義のあり様を具体的に特定した。そのう
えで、この問題に志向して行われている支援実践を主題に、その相互行為的組織方法を記述的に解明した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
1. 研究開始当初の背景 
① 社会的背景 

現在の日本の精神医療と保健福祉は、2000年代の一連の政策転換を受け、精神障害者の地域生
活支援に重心を移しつつある。この状況のなか、障害当事者の意思によらないパターナリズム的
強制医療の体制をあらため、障害当事者の意思にもとづく治療・支援体制の確立に向けた取り組
みが、法制度や研究開発、医療実践等のさまざまなレベルにおいて進められている。しかしこれ
らの取り組みにとって依然として多くの障壁が残されている。そして数ある障壁のなかにあって
治療・支援の実際において本質的重要性をもちながらも十分な検討がなされてこなかったのが、
「病識」および「病識欠如」の概念である。 

病識とは、障害当事者が自身の病的状態を「正しく」認識していること（病識欠如とは「正し
い認識を欠く」こと）を意味する、障害当事者の自己知にかかわる能力を医師が評定するための
医学的概念である。一方において両概念（とくに病識欠如の概念）は、当事者の自己知の能力に
ついての否定的評価において用いられることを通じ、当事者の意思の有無にかかわらず医療者が
治療・支援を提供するための根拠となってきた。しかし他方において病識欠如の評価は、当事者
のもつ自己知と意思表示の能力への信頼性を損なう含意をもつ。これによりこの評価は、パター
ナリズム的強制医療を存続させるとともに、当事者が自身の状態とニーズを医学的概念によらず
に理解し表現するための機会を奪ってきた。 

哲学者 M.フリッカーは、マイノリティのこうむる認識と表現にかかわる概念的資源の不正な
あり様を「認識的不正義」と呼んだが、病識概念のもとで精神障害当事者が強いられてきた状況
もそのひとつである。本研究はこの状況を問題ととらえ、病識・病識欠如という精神医学的概念
を社会・文化的コンテクストのなかに置きなおして検討をおこなう。具体的には、精神障害の当
事者による手記とそれらについての論評、精神障害者を対象とする支援実践を対象としてとりあ
げ、そのなかにおける関連諸概念の用法の分析的解明を通じて病識概念にまつわる認識的不正義
のあり様を具体的に特定する。 

 

② 学術的背景 
以上の目的を追求するにあたり、本研究が重視するのは、病識・病識欠如の概念についてその
具体的な用法と含意、帰結等を具体的に解明することである。すなわち本研究が目指しているの
は、両概念に対する外在的な批判にとどまらず、両概念が実際にどのような社会・文化的コンテ
クストの中で実際に適用され、それによってどのような推論を通じて障害当事者等に帰結をも
たらしているのか、具体的資料に基づいて解明することである。この研究にとって指針となって
きた先行研究は次の通りである。 

精神医療的治療・支援方法における病識・病識欠如の位置づけについては、精神医学者の手に
よる両概念の歴史的・概念的検討（Marková, 2005）を通じて把握できる。また、司法精神医学の
立場からなされた検討（熊倉, 1994）を通じ、病識・病識欠如の概念とパターナリズム的強制医
療との結びつきとその問題について把握することができる。 

他方、病識・病識欠如の概念のもとでの認識的不正義については、障害当事者の手による批判
（吉田, 1978）を通じ、その概要を把握することができる。また、認識的不正義の概念について
は、哲学者の手による倫理的分析（Fricker, 2007=2023）を通じて把握することができる。 

以上を踏まえつつも、病識・病識欠如の概念のたんなる外在的な批判にとどまらず、その具体



的な有り様を社会・文化的コンテクストのなかで明らかにするためには、病識・病識欠如を物語
的に構成される自己知として捉える視点を示した、医療人類学者 L. J. カーマイヤーらの研究が
基礎となる（Kirmayer et al., 1998）。そしてこの視点をさらに推し進め、症例報告と手記という具
体的史資料における叙述をもとに病識・病識欠如の概念の用法を分析するための方法としては、
エスノメソドロジーにもとづく概念分析がある（Jayyusi, 1984; 酒井・浦野・前田・中村, 2009）。 
 
2. 研究の目的 
上記の背景を踏まえ、本研究は次のような目的を設定する。病識・病識欠如の概念が障害当事
者に対して及ぼしてきた認識的不正義のあり様を、精神障害の当事者による手記とそれらにつ
いての論評、精神障害者を対象とする支援実践を対象とし、関連諸概念の用法をエスノメソドロ
ジー的概念分析によって分析することによって、解明する。そのうえでこの分析によって明らか
になる問題をめぐる倫理学的検討を踏まえて関連諸概念の改良に向けた提言を行い、これを通
じて障害当事者の意思にもとづく治療・支援体制の確立に寄与することを目指す。 
 
3. 研究の方法 
本研究は、病識・病識欠如の概念を、ただ精神医学内在的な検討にとどめるのでなく、社会・
文化的コンテクストにおけるその用法と機能、帰結を把握することを目指す。また、その際に外
在的な批判のみに終始することを避けるため、関連する対象の記述に基づきそのなかにおける
関連概念の用法を分析的に解明する。これを通じ、分析と提言に具体性を確保する。具体的には、
(1)精神障害の当事者による手記、およびそれらについての論評において、病識・病識欠如にかか
わる諸概念がどのように用いられているのか、(2)精神障害者を対象とする支援実践が、病識・病
識欠如にかかわる認識的不正義の問題に対してどのような方法によって対応しているのか、こ
れらをエスノメソドロジー的概念分析によって解明する。 
 
4. 研究成果 
(1) 精神障害の当事者による手記・論評における認識的不正義の問題 
浦野（2025）は、「ニューロダイバーシティ」概念の提唱者の 1 人とされるジュディ・シンガ
ーの自伝を題材に、精神医学の診断概念を認識的不正義の観点から検討を行った。自閉症をめぐ
る診断概念は、当事者の声に耳を傾けることなく、その言動についての他者による観察に基づい
て定義されてきた。この結果、その言動はもっぱら不合理な症状として把握され、その修正を目
的とした治療・支援の枠組が提供されてきた（浦野, 2023a）。シンガーの提起したニューロダイ
バーシティ概念は、自閉症者をめぐるこうした状況を認識的不正義として把握し、批判するもの
である。彼女は、既存の自閉症概念を参照しながらも、それに自身の感覚経験を接合することに
より、その言動をこの感覚経験をめぐる困難に対する意図的な対処行為として読み替える。これ
を通じて彼女は、この言動を不合理な症状とすることによって当事者の声を抑圧してきた既存
の定義を批判することになる。以上の検討を通じ、ニューロダイバーシティの概念は、自閉症者
をめぐる認識的不正義に対する批判であることを確認した。 

 

(2) 認識的不正義に対する支援実践 
浦野（2021, 2023b）は、精神科医療における実践を対象とし、精神障害をめぐる認識的不正義
の問題に向けられた対応方法の一端を記述的に明らかにした。焦点を当てたのは、治療と支援の
場を組織するための相互行為的方法である。具体的には、精神障害者がその障害のためにもつこ
とになる社会的・道徳的脆弱性に注目し、これに対して治療・支援の実践がどのように志向し対
応しているのかを記述的に解明した。治療のための家族ミーティングにおいて、ともすると対立



的関係になりがちな同居家族が現前するなかで、精神障害者に声を与えるための相互行為的方
法を明らかにした（2021, 2023b, 2023c）。 
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